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総括・提言 

 

高木誠一郎・角崎信也 

 

前章までの各章では、現在（胡錦濤政権期～習近平政権期）における中国の政治、経済、

社会の情勢および対外政策に関わる諸アクターの動向について議論してきた。本章では、

これまでの議論を踏まえ、中国の国内情勢と対外政策の連関について、現時点で指摘でき

ることを整理し、その上で、日本の対中政策に関するいくつかの提言を提示してみたい。 

 

１．中国国内の全般的状況と対外政策 

 中国国内の全般的な政治、経済、社会的状況は、次の 2 つの形で、中国の対外政策に影

響を及ぼすと考えられよう。第一に、中国社会において指導者ないし体制に対する不満が

高まっている場合、指導者は、その不満を国外に「転嫁」するために、対外的に強硬な姿

勢を採ることがある。第二に、指導者の権力基盤が不安定であり、外交上の弱腰姿勢に対

するその他の指導者からの批判に脆弱である場合、その指導者はより強硬な外交政策を選

択する（か或いは少なくとも柔軟姿勢を採ることを躊躇する）と考えられる。これらの観

点から、本報告書を通して明らかになったことを整理すれば、少なくとも以下の点を指摘

できるだろう。 

 第一の仮説について、山口論文が明確に書いているように、少なくとも現時点において、

中国社会に内在する指導者ないし体制に対する不満は、対外的に転嫁しなければならない

ほど大きなものにはなっていない。政治的、経済的現状に不満を抱く民衆によるデモや暴

動が各地で頻発している事実はあるものの、それらは、地元の幹部や企業に向けられたも

ので、中央の指導者や体制そのものを疑念の対象とするものではない。中国経済は確かに

停滞局面にあるものの、急落の兆候を見せているわけではなく、また大橋論文にある通り、

経済発展パターンを改革するために指導者は多くの対策を実施しており、その一部は効果

を上げつつある。したがって、国家―社会関係の視点から見るとき、現共産党体制は依然、

「転嫁理論」が想定するような体制不安定状況に陥っているとはいえない。 

 ただし、このことはむろん、中国の対外政策の要因を見る上で、国内の社会・経済の情

勢をまったく無視して良いということを意味するのではない。江藤論文や角崎論文が指摘

しているように、いわゆる「西側」諸国からの政治・イデオロギー的攻勢によって、社会

の思潮が、社会主義イデオロギーや共産党一党独裁体制に対し批判的なものに変化し、結

果共産党体制が内部から崩壊する（「和平演変」）可能性について、指導者は極めて強い危
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機感を有していえる。たとえ、こうした指導者の主観的な危機認識がやや過剰なものであっ

たとしても、岡部の指摘するように、国家の対外・国内政策の決定過程において、その国

家を取り巻く情勢に対する指導者の認識（perception）がより重要であるとすれば、それを

軽視することはできない。こうした危機感は今のところ、指導者が対外政策を策定する過

程で決定的影響を及ぼすほど強いものではないが、一度選択した対外強硬姿勢から後退す

ることを躊躇させる作用を発揮する可能性は十分に考えられよう。 

 また、中国経済・社会の情勢は、中長期的なスパンで見るとき、やはり楽観視できるも

のではない。大橋論文が示唆するように、中国が持続的に成長していく上で経済発展パター

ンを転換する必要は早くから認識されていたにもかかわらず、各地方や部門の様々な形の

抵抗に直面し、十分な成果を上げてこなかった。習近平政権は現在、各地方・各部門をし

て、党中央の指示を額面通り貫徹執行させるための諸政策を実施しているが、そうした取

り組みが奏功しない限り、中国経済は中長期的な衰退を免れないだろう。また、現在分散

的に発生しているデモや暴動が、インターネット空間を介して、一部のリベラルなリーダー

の下に結集する可能性も、とりわけ経済が停滞状況にある局面においては全く否定しうる

ものではない。もちろん、こうした中国の社会・経済をめぐる中長期的な展望を描くため

には、さらに広範かつ綿密な研究の蓄積が必要である。 

 第二の仮説に関して、少なくとも指摘できることは、習近平（中国共産党中央委員会総

書記）は、その前任者に比して、党内において強力なリーダーシップを発揮しえていると

いうことである。党総書記、国家主席、中央軍事委員会主席の三権を引き継いだだけでな

く、経済・政治・社会・文化の各部門にわたる改革を統括する機関として新設された中央

全面深化改革領導小組、および国内の社会治安と対外的な安全保障の両面を統括する中央

国家安全委員会においてもそのリーダーに就任したことに、それを見て取ることができる。

したがっておそらく、習近平は、対外的に妥協的な姿勢を採れば即座に権力基盤を脅かさ

れるような状況にあるとはいえないだろう。 

ただし、佐々木論文に示される通り極めて活発に活動している中央全面深化改革領導小

組に対して、高木論文が指摘するように、中央国家安全委員会は、依然としてどうやら十

分な機能を発揮していないということに留意する必要はあろう。このことは、習近平にど

の程度の権力を集中させるかを巡って、党内に一致した意見が存在しているわけではない

ことを示唆しており、その意味で習は依然確固たる権力基盤を固めているとはいえない。

2017 年秋に予定されている中国共産党第 19 回全国代表大会の前後に行なわれる激しい権

力闘争の展開と結果によっては、現在とは異なる結論が得られる可能性はある。 
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２．対外政策に関わる諸アクターの動向 

 では、もう少しミクロな視点から、対外政策に関わるとみられる諸アクターの動向を見

るとき、中国の対外政策の展望をどのように描くことができるだろうか。本報告書が焦点

を当てた軍、エネルギー企業、シンクタンク、戦略家、そして指導者について簡単に整理

すれば、以下の点を指摘できよう。 

 軍は、国家の外交姿勢が強硬的であることに利益を見出す組織の１つと考えられる。弓

野論文が論じているように、人民解放軍が、世論のナショナリズムを牽引ないし煽動する

役割を担っているとすれば、その対外姿勢は、自ずと比較的強硬なものになると考えられ

よう。エネルギー関連の企業も、とりわけ海洋についていえば、強硬な対外行動によって

利益を得られるアクターの１つといえる。渡辺論文が書いているように、南シナ海は多く

の石油・天然ガスを内包する重要な海域であり、同地域の開発は直接企業の利益につなが

るからである。ただし、これらのアクターの志向が、対外政策の決定過程に直接的に影響

を及ぼしていることを証明する材料は今のところない。また、山口論文や渡辺論文で明ら

かにされている通り、党中央の意志や指示から大きく乖離した行動を採るほどの権力を、

彼らが有しているとは考えにくい。高原論文も冒頭で指摘しているように、党・国家のあ

らゆる部門に細部まで張り巡らされた選抜任用制度によって、党中央による諸アクターに

対するコントロールは基本的に維持されており、また習近平政権下においてそれは強化さ

れる傾向にある。 

とはいえ、山口論文や高原論文で示唆されているように、幹部任用制度やその他の既存

の制度のみによって、下級のアクターの行動を完全に統制下に置けるわけではない。そも

そも中国の場合、その統治範囲の広さに起因して、下級の幹部に対し、政策の解釈や執行

順序に関する大きな裁量権が付与されてきた。それゆえ、対外強硬的なメッセージを党中

央から受信した諸アクターが、それをやや広く解釈し、自身の利益に沿った形でそれを行

動に移した結果、党の意図とアクターの執行の間に多少のずれが生じる可能性は依然とし

てある。上記した理由で世論への配慮が必要と認識されている場合、党中央の指導者は、

そうしたアクターのやや逸脱した行動を追認する可能性が高い。こうして、決定が執行に

引きずられる危険性は、現在のアクターに対する監視・管理のシステム下においては、まっ

たく排除しうるものではない。 

シンクタンクや戦略家が、中国の対外政策の形成過程において発揮する役割に対する期

待は、深串論文も指摘するように、習近平政権下において幾分上昇しているといえるだろ

う。中国自身の国力の増大に伴い、諸外国との取引や軋轢が質・量ともに増加し、また中

国の海外利益も多様化している中、各分野における専門家の分析を取り入れずして、対外
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政策に関する正確な判断は不可能だろう。そうだとすれば、中国の戦略家たちが示す対外

認識の特徴と傾向を探ることは、中国の対外政策の認識的背景を理解する上で重要であり、

そのことは鈴木論文に明らかなとおりである。他方で、戦略家やシンクタンクが、党中央

の指導者が示してきた認識や方針から大きく逸脱した議論を展開できるとは考えにくく、

その意味で彼らの研究は、対外政策形成の完全なる独立変数とはいえず、むしろ従属変数

として捉えた方が良いだろう。習近平は、確かにシンクタンクの強化を図っているが、深

串論文が示唆するように、彼らに期待される役割はむしろ、中国の対外政策を諸外国に説

明し、以て国際言説空間における自国の影響力（「話語権」）を強化すること（アウトプッ

ト）、ないし、執行された対外政策に対する諸外国の反応を収集すること（フィードバック）

にあると考えられる。 

中国の政治体制および指導者の権力基盤が比較的安定的で、かつ諸アクターの政策形成

過程における影響力も限定的であると考えられる現況下において、対外政策の形成に最も

直接的にリンクするのは、依然として、指導者の国際情勢や自国の能力に対する認識だろ

う。山口論文や角崎論文が示唆するように、習近平政権下において現在実施されている対

外行動の多くは、国際社会における中国の国力が上昇していること、およびそれに対する

指導者の認識の結果として説明可能なものである。 

ただし、いうまでもなく、中国経済の持続的停滞、および習近平権力の動揺によって国

内のマクロ的情勢に変化が生じた場合、上記の諸アクターと指導者との間の関係性にも変

化が生まれるだろう。この場合、軍や企業の志向が、一部の指導者を通して直接的に対外

政策に反映される可能性もある。したがって、中国の対外政策を理解するためには、引き

続き指導者やその周辺の戦略家の有する国際情勢認識を追いつつ、より長期的な傾向や潜

在するリスクを捉えるために、国内のマクロ的情勢と、軍、シンクタンク、知識人、そし

て一般の人々を含む諸アクターの動向を丹念かつ継続的に分析していくことが不可欠とい

えよう。 

 

３．中国をめぐる日本の外交政策に対する若干の提言 

 では、中国の対外政策の現状と展望に関する以上のような理解を踏まえた上で、日本と

して、長期的に国益を維持していくために、いかなる政策展開が望ましいと考えられるだ

ろうか。 

 上記のように、現在中国が行っている積極的かつ強硬的な対外行動は、とりわけ世界金

融危機以降の、胡錦濤や習近平を含む指導者たちの、国際情勢に対する認識や自国の能力

に対する自信に、直接関係しているものと考えられる。そうだとすれば、中国外交の拡張
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的傾向は、一時的な国内情勢に突き動かされた一過性のものではなく、長期的な傾向とし

て捉えられるべきものである。 

ただしむろん、既存の国際社会のルールを保全しようとする立場からすれば、中国が周

辺地域に対し強硬な自己主張を続けることを座視することはできない。現在の指導者たち

は、おそらく、アジア地域において中国が圧倒的な影響力を獲得しつつあり、故に、多少

の軋轢が生じたとしても、その結果として平和的な国際環境が根本的に脅かされるわけで

はないという自信を有している。また、「リバランス」を含む米国の施策に関係なく強硬な

行動を続けることで、米国にアジアへの介入のコストの高さと中国の行動を統制すること

の困難を認識させることで、米国の同地域からの退出を早めることができると考えている。 

こうした指導者の認識が、諸外国からの批判を顧みない強硬な自己主張の背景にあると

すれば、これに対処する方法の第一は、やはり、米国をして、同地域におけるプレゼンス

を保持せしめることである。自由で開かれた、また法に基づく既存の秩序を維持すること

に、米国と日本、およびその他の地域諸国にとっての長期的かつ最大の利益が所在するこ

と、およびそのためには、アジア地域における米国のプレゼンスの維持が肝要であること

についての共通認識を、トランプ政権との緊密なコミュニケーションを通して確保してい

くことが必要だろう。 

第二に、同様に重要なことは、中国の行動が既存の国際社会のルールから逸脱した場合

に、これに国際社会全体として抗議し、必要な対応を取りうる態勢を整えることである。

中国が、領土・領海における自国の権益を保護することと同等に重要視していることは、

持続的な経済発展を可能にする国際環境を確保することであり、そのための平和的な周辺

環境を維持・構築することである。ゆえに、強硬な対外姿勢をとるほどに、中国の経済発

展を可能にする平和的な周辺環境が失われる場合、指導者は国内経済の安定維持のために

も、対外政策の見直しを迫られることになる。中国にそのように認識させるために肝要な

ことは、中国の行動が既存の国際社会のルールから逸脱した際、それに対し国際社会全体

として抗議することで、中国に国際的孤立のリスクを自覚させることであろう。そのため

には、アジア・太平洋地域の諸外国の対中認識・政策の動向を正確に理解し、その日本と

の異同を踏まえた上で、中国をめぐる問題に関する認識の共有を積極的に進めて行かねば

ならない。その意味において、日本にとって対中政策は、中国と利害関係を持つ諸外国に

対する政策でもある。 

第三に、中国がシンクタンク間交流を強化しているなら、たとえその目的が中国の政策

に対する理解を広めることにあったとしても、日本としてこの機会を積極的に利用すべき

である。中国の戦略家たちを討論の場で説得することは、むろん容易ではない。だが、少
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なくとも有効な手段の１つは、本報告書の中で示された中国の対外行動上の論理を理解し、

その立場に立った議論を展開することであろう。例えば、南シナ海等で見られる強硬な自

己主張は、中国がもう一方で重視している平和的な国際環境の確保にとってネガティブに

作用するのみならず、中国が現在「話語権」の強化を重視していることとも矛盾するよう

に見える。中国が、国際言説空間において支配的な影響力を獲得しようと本当に望むのな

ら、より大国としての風格を以て問題に対処する姿勢が求められるだろうし、そのことを

理解している戦略家は少なからず存在している。日本としては、そうした戦略家たちとの

対話の場を利用して、中国の目指す国家のあり方に積極的に訴えかけることによって、よ

り穏当な対外政策を引き出す努力を続けるべきだろう。シンクタンクの対外交流と諮問的

役割がより重視されているなら、それは、日本にとって、トラック 2 外交をより積極的に

展開する機会でもある。 

上記は、むろん、中国の発展を「封じ込める」ことが、既存の国際秩序を維持するため

に必要であると主張しているのではない。それは、日本と中国の、また諸外国と中国の戦

略的相互不信をさらに深めることで、地域秩序にとってより危険な結果をもたらすだろう。

中国は、どうやら、彼らが「西側」と捉える諸外国、とりわけ米国と日本が、中国が経済

大国としてさらに存在感を増していくことを望ましくないと考えていると認識しており、

そのことが、現在の戦略的相互不信の根幹にあるものと思われる。だが、いうまでもなく、

中国が安定的な経済発展を続けることは、隣国である日本にとっても大きな利益であり、

日本として大いに歓迎しうるものである。むろん、中国が、その強大な経済的パワーを、

地域の安全保障秩序を乱す形で使用するならば、これを容認することはできないが、あく

まで批判の矛先はその行動に向けられるのであって、中国の存在や発展そのものに向けら

れることはない。日本としては、そのことを、発言と行動の両面で、中国に対し積極的に

示していくことで、戦略的相互不信を除去していく努力が必要だろう。例えば省エネルギー

や環境保護分野における協力をさらに強化するなどを通して、中国にとっての最大の課題

であるところの経済発展パターンの転換に貢献することは、相互信頼の回復にとって有効

だろう。また、これから高齢化社会に突入していく中国にとってみれば、その「課題先進

国」としての日本の経験と対応から学ぶべき点は多くあるはずであり、そうした知識を共

有することも、有意義な協力の在り方だろう。これらのことは、中国の社会・経済が将来

不安定化し、それが非合理的な敵対的対外政策に「転嫁」されることを防ぐ上でも重要で

あるだろう。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


